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シルバー人材センター理念

《自主・自立、共働・共助》
シルバー人材センターは、

を理念とし、会員自らが運営に参画する組織です。

石動曳山祭り

埴生地区　 池田　和之

令和６年度　安全就業スローガン令和６年度　安全就業スローガン

　危険予知　危険予知

いつも心に　安全就業いつも心に　安全就業

会員数 332名（男性204名・女性128名）令和６年７月31日現在

シンボルマーク

　 　第　56　号
令和６年８月10日

公益社団法人
小矢部市シルバー人材センター

〒932−0826
小矢部市茄子島211番地
TEL（0766）6 7 − 4 8 0 4
FAX（0766）6 7 − 5 5 1 5
h t t p s : //oya b e - s j c . j p/
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高
　
西
　
久
　
文

◯
印
は
新
役
員
で
す

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

５
月
30
日
（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
セ
レ
ナ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
当
日
出
席
者
１
１
０
名
、
委
任
状
提
出
者

１
７
9
名
。）

野
澤
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
表
彰
者
は
、
優
良
会
員
７
名
、
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
３
名
、
ポ
イ

ン
ト
表
彰
会
員
20
名
。）

表
彰
の
後
、
ご
来
賓
（
桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
加
藤
幸
雄
小
矢
部
市
議
会

副
議
長
、
山
本
好
生
砺
波
公
共
職
業
安
定
所
小
矢
部
出
張
所
長
、
村
上
良
一
富

山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
総
務
・
事
業
課
長
）
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
宮
島
地
区
の
山
口
善
嗣
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
や
互
助
会
活
動
等
を
通
し
て
新
た
に
楽
し
み

を
得
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
今
後
も
安
全
第
一
で
健
康
管
理
に
十
分
に
気
配

り
し
て
就
業
し
た
い
と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
の
議
事
で
は
、
水
島
地
区
の
山
田
富
雄
さ
ん
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
、
令
和
６
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算

等
の
報
告
の
後
に
閉
会

し
ま
し
た
。

総
会
の
司
会
進
行
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
津
沢

地
区
の
斉
藤
志
朗
さ

ん
、議
長
の
山
田
さ
ん
、

円
滑
な
総
会
・
議
事
進

行
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
　

定
時
総
会

石動西部 島 津 常 樹

石動中部 中 山 　 隆

石動北部 中 山 　 隆

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 葭 田 秀 雄

埴 生 １ 川真田　良　和

埴 生 ２ 津 田 正 治

南 谷 １ 渡 辺 茂 夫

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

南 谷 ３ 山 元 一 豊

子 撫 居 村 善 次

宮 島 中 山 憲 一

北 蟹 谷 高 西 久 文

東 蟹 谷 ○ 深 田 謙 治

薮 波 １ ○ 上 田 賢 守

薮 波 ２ 福 江 　 進

津 沢 １ 斉 藤 志 朗

津 沢 ２ 馬 場 　 進

水 島 服 部 菊 雄

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 細 川 和 作

松 沢 １ 寺 田 孝 則

松 沢 ２ 上　山　登喜夫

荒 川 １ ○ 奥 井 義 範

荒 川 ２ 高 橋 吉 信

正 得 塚 本 博 久

◯印は新委員です

地区連絡委員名簿地区連絡委員名簿
地区名 氏　　名 地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

（兼）
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受賞者の皆様の敬称は略させていただきます

優良会員表彰優良会員表彰

島津　宣男（石動西部地区）

葭田　光子（松沢地区）

富山県シルバー人材センター連合会富山県シルバー人材センター連合会

令和６年度　ポイント表彰会員令和６年度　ポイント表彰会員

※表彰基準…50ポイント以上、上位20名まで。

安全就業スローガン表彰安全就業スローガン表彰

危
険
予
知
　
い
つ
も
心
に
　
安
全
就
業

池
田
　
和
之
（
埴
生
地
区
）

安
全
は
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
　
み
ん
な
の
意
識
が
安
全
就
業

平
野
　
寿
一
（
松
沢
地
区
）

安
全
就
業
　
慣
れ
と
油
断
に
気
を
付
け
て

一
木
　
順
子
（
埴
生
地
区
）

氏　 　名
ポイント

合計
氏　　 名

ポイント
合計

高西　久文 316 長井　忠昭 106

山田　　操 213 谷　　博道 104

居村　善次 197 葭田　順子 100

中山　憲一 178 芝田　勝美 100

川真田良和 152 馬場　　進 98

高内　　広 141 高瀬恵美子 90

名越　清美 129 池田　和之 89

山口　善嗣 123 吉田外茂治 88

中村　利夫 120 津田　正治 86

細井　　登 110 澤田　政雄 85

最優秀賞最優秀賞優秀賞優秀賞佳　作佳　作

令和６年度 受賞者の皆様おめでとうございます

優良会員表彰優良会員表彰

（左から）

　中村副理事長、山口　善嗣

　塚本　博久、　白井　和男

　野澤理事長

※当日欠席

　法村藤志一、広田　敏則

　池田　和之、宮本美津子

（左から）

島津 宣男、野澤理事長、葭田 光子
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（定期）

○毎月第２・第４月曜日

　お仕事説明会（入会説明会）を開催

○毎月第３水曜日

　ハローワークにて出張相談会を開催

○委員会

　７月４日　令和６年度　第１回委員会

　令和６年度会員増強・就業拡大推進事業計画について

（会員増強）

○会員紹介キャンペーン

　　紹介者（会員）と新規入会者に薄謝進呈。

　　令和６年８月〜令和７年３月末まで

○女性会員向けの講習会の実施

（就業拡大）

○アンケート

　　市内の企業にアンケートを実施してニーズを把握

　　し、就業希望者とのマッチングに役立てる。

3月	 会員勧誘用チラシ作成

6月、7月

	会報「シルバーおやべ」第56号作成作業

会員加入促進チラシ等作成（新聞折り込み）

8月	 会報「シルバーおやべ」第56号発行（今号）

○シルバーボランティアウオーク（10月16日）

○市長寿連との懇談会、広報活動に向けて

○就業開拓・発注者用リーフレット作成

　　　　※おやべ元気フェスティバルでの配布

○でるラジ（KNBラジオ）でのPR　次回12月18日（予定）

○センター事業の普及・宣伝

○会報「シルバーおやべ」の発行

○ホームページの管理運営

○チラシ、パンフレットの作成

○会員の福利厚生

○社会奉仕活動

会員増強・就業拡大委員会

新年度に入り、新任一人を迎え活動をしています。

役　職 氏　名 備　考

委員長 長井　忠昭 理　事

委　員 森　　　通 理事(新任)

委　員 山口　善嗣 理　事

委　員 山元　一豊 理　事

委　員 山田　　操 理　事

委　員 高瀬恵美子 理　事

委　員 宮島　幸栄 理　事

委　員 上田　光雄 会　員

広報・イメージアップ委員会

役　職 氏　名 備　考

委員長 谷　　博道 理　事

委　員 吉田外茂治 理　事

委　員 高内　　広 理　事

委　員 橋本　政子 理　事

委　員 津田　正治 会　員

委 員 会 だ よ り

委員長　長井　忠昭 委員長　谷　　博道

活 動 報 告

所 掌 事 項

活 動 報 告

今後の活動

安全管理委員会だより安全管理委員会だより 　梅雨の時期から、暑い日が続きますが、会

員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び

申し上げます。昨年の事故の発生状況を見て

みますと、屋外での事故は減りましたが、屋

内での事故が増えました。屋内での事故は注

意すれば防げる場合が大半だと思いますので

ので、今後気を付けていきたいと思います。

　熱中症警戒アラート発令時の屋外作業の抑

制、４ｍ以上の立木の剪定禁止、機械刈り作

業のナイロンコード原則禁止を重点目標に

し、会員の皆様と一緒に安全に作業できる環

境づくりをしていきたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。

委員長　高内　広　

事故発生状況（令和６年４月～７月）

ハチ刺され
（剪定）

１件

転倒による骨折
（剪定）

１件

飛石
（草刈）

２件

商品破損
（倉庫内作業）

１件

安全パトロール実施中！
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今回の地震は前回（2007
年）よりも揺れは大きく、周
囲の道路が崩落・陥没・地割
れ、山林の土砂崩れ、家屋の

損傷が多く確認できる等の被害がありました。
当時は長女夫妻と低学年の小学生２人が年末から正月にかけ

て泊りがけで遊びに来ており、みんなでゲームをしたり初詣に
出かけたり食事したり等楽しんで過ごしていました。地震発生
時は、昼食後の片づけけが終わり、婿さんと孫の長女はトラン
プ、長女はソファーで休憩、孫の次女と私たち老夫婦は洗濯物
の取り込みと片づけをしている最中でした。

携帯アラームと防災無線が一斉に鳴ると同時にトランプの二
人はダイニングテーブルの下にもぐり、妻は二階で洗濯物を取
り込み中、残り三人はリビングの床にじっと伏せていました。
その時すでにダイニングの食器や器具、花瓶が収納庫から飛び
出し散乱、ガラスや陶器ものは割れ、和室の蛍光灯は振り落と
され、仏壇の仏具や花卉も散乱していました。

２度目の揺れのあと全員外に脱出させ様子を見ることにしま
した。隣近所の皆さんも外に出ていてお互いの安否確認や状況
把握に努めていました。家の周囲（側溝）からは液状化のよう
な現象が起きていました。その後も余震が頻繁にあり自宅は断
水、気温は低くなりあたりは暗くなって停電、そのため着の身

着のままで各家の車に乗り込みしばらく待機したが、小さい子
供がいるため、最善の方法として避難所指定先の市民交流プラ
ザで非難することを選択しました。交流プラザではお年寄りか
ら新生児まで数百人規模の人が集まっていました。

私の町内の班では年末にライングループが形成されていまし
たので、班内の各家の情報交換、近隣町内の状況確認・復旧状
況などリアルに知ることができ大変役に立ちました。不安な夜
を避難所で過ごした長女家族は翌日10時ごろに私の自宅経由で
自分の家に向かいました。その後夕方先方の無事を確認しまし
た。翌日から断水と停電が復旧していたので、自宅の片づけ掃
除など行いました。

自宅の被害状況としては敷地の地割れ、基礎コンクリのひ
び、内壁の破損などがあり一部損壊となりました。

自宅前の道路は早期に補修されました。先行して道路の補修
が進み、周囲の住宅では５月連休明けぐ
らいから屋根や外壁、内装などの業者が
多くみられるようになりました。

地震はもちろん昨年の大雨災害を経験
して、今後も地域の方々と連携を取り、
十分な対策・対応、命を守る行動を考え
ていかなければならないと強く思うよう
になりました。　 埴生地区　浦島 政一

コラム

特 集
地震　そのときあなたは！地震　そのときあなたは！

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震に

ついてアンケートを実施しました。

地震があると思っていた人と無いと思っていた人が半々でした。

又地震発生時に外へ逃げた人が割と多く、ただうずくまっていた人と同数でした。地震発生から１分間は外へ逃げ出さ

ないようにしましょう。

壁にひびが入った家屋が多く、次に灯籠や墓石の倒壊が多い。

地震後の対策として保存水・保存食の常備が多かったです。

この地震を教訓として、常日頃から災害に備えて、いざというときにあわてず、行動できるようになりたいものです。

広報・イメージアップ委員会　　高内　広　

Q１．小矢部市（富山県）にも大きな地震があると思っていま

　　　したか？

①ないと思っていた・②あると思っていた・③わからない

Q２．地震時あなたはどうしましたか？

①ただうずくまっていた・②外へ逃げた・③家具（テレビ）

を抑えていた・④火の元を消した・⑤車中にいた・⑥その他

Q３．地震の被害は？（複数回答可）

①屋根瓦の損傷・②壁にひび・③家具の転倒・④液状化現象

⑤陥没・⑥燈篭や墓石の倒壊・⑦家の基礎にひび・⑧物置の

損傷・⑨食器の散乱・⑩本棚の散乱・⑪その他

Q４．地震後の対策は？（複数回答可）

①家族で避難集合場所を決めた・②防災グッズの設置

③保存水、保存食の常備・④家具の固定・⑤ハザードマップ

の確認・⑥家の補強・⑦その他

アンケートにご協力いただきありがとうございました

①20人②19人

③1人

①10人

②10人

③8人

④7人

⑤4人

⑥5人
その他
・廊下を行ったり来たり

・テーブルの下にかくれた

・外出していた

・子を守っていた

・こたつにもぐった

・ウォーキング中だった

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

その他
・神棚・仏壇の散乱

・仏壇の倒壊

・田に穴があいた

・断水した

・被害はなかった

その他
・消火器の更新

・何もしていない

・基礎のヒビ補修

・地震保険に入った

・ルールをきめた

　（シェイクアウト）

Q１ Q２

Q３

Q４

0

0

5

3

10

6

15

9

20 人

1512 人

① 5人
② 17人
③ 6人

⑥ 14人
⑦ 8人
⑧ 3人

⑨ 9人
⑩ 5人
⑪ 5人

④ 0人
⑤ 0人

2人

7人

13人

4人

5人

4人

8人
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シ
ル
バ
ー
お
や
べ
で
は
、
会
員
の
就
業
し
て
い
る
状
況
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
就
業
先
を
訪
問
し
て
、
会
員
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、「
剪
定
班
」
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
池
田
和
之
さ
ん
に
聴

き
ま
し
た
。

Ｑ 

池
田
さ
ん
、
剪
定
班
を
担
っ
て
何
年
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ	

10
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
ね
。

Ｑ 

ベ
テ
ラ
ン
の
域
で
す
ね
。
剪
定
は
あ
る
程
度
熟
練
し
た
技
術
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
こ
で
習
得
さ
れ
ま
し
た
か
？

Ａ	

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
講
習
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
習
得
し
ま
す
が
、
習
う
よ
り
馴
れ
で
あ
り
、
ま
た
経
験
を
積
む

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
し
、
木
の
形
を
考
え
る
と
自
然
と
ハ
サ
ミ
が
入
る

も
の
で
す
よ
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
が
あ
る
程
度
経
験
を
積
め
ば
誰
に

で
も
出
来
る
仕
事
で
す
。

Ｑ 

や
っ
て
い
て
な
に
か
苦
労
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ	

相
棒
が
い
な
い
こ
と
で
す
ね
。
な
り
手
が
い
な
い
の
が
困
り
ま
す
。

Ｑ 

や
り
が
い
は
？

Ａ 

う
ま
く
い
っ
て
当
然
な
の
で
す
が
、
お
客
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
褒
め

ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
言
葉
で
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ボ
サ
ボ
サ
の
松
の
木

も
池
田
さ
ん
の
手
に
か
か
れ
ば
２
時
間
ほ

ど
で
格
好
の
良
い
盆
栽
の
よ
う
な
松
に
な

り
ま
す
。

※
池
田
さ
ん
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

　
　	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委
員
会

吉
田
　
外
茂
治

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
コ
ー
ナ
ー

就
業
先
訪
問

　
「
剪
定
班
」　
　
　

埴
生
地
区
　
　
　
池
田
　
和
之

─── 小矢部市の一大イベント、めるへん劇団の公演が今年も行わ
れます。その公演の監督、脚本、演出を30年の長きに渡りされてき
たのが、我がシルバーの理事長 野澤敏夫さんです。
そこで、今回は、めるへん劇団について、野澤理事長にいろいろと伺いました。

あの頃、あの時コーナーあの頃、あの時コーナー

谷 ： めるへん劇団の設立はいつですか？

野澤：平成２年（1992年）６月です。ちなみに、初演は「珍説　猿蟹合戦」でした。

谷 ： めるへん劇団の設立のきっかけを教えて下さい。

野澤：その前年まで、青年会議所や商工会青年部の皆さんが、小矢部を元気にしようと、花火大会を復活させた
り武者パレードを行ったりされていましたが、もっと市民手作りのイベントができないかとの案が実行委
員会の中で出され、当時、村芝居で好評を博していた末友劇団に協力を依頼してみようということになっ
たそうです。その年限りの公演ということで、軽い気持ちで快諾したのですが、続演を期待する声に押され、
30年以上も続く劇団となっていきました。

谷 ： めるへん劇団はどんな劇を演じていらっしゃるのですか？

野澤：「小矢部市の元気づくりにつながる芝居を」との依頼を受け、いつまでも少年のような純粋で勇気ある心と
みんなで助け合う心の大切さを市民一人一人に伝える芝居がふさわしいと考え、照れ隠すことなく「愛と
勇気と冒険」をテーマにしました。そのテーマは今も変わっていません。昔話や童話等を素材にしたストー
リーを繰り広げる中で、「よし、明日も頑張るぞ」という気持ちになって帰り道についていただけるお芝居
を毎回めざしています。

谷 ： めるへん劇団の活動内容を教えて下さい。

野澤：めるへん劇団は、みんな素人の市民劇団です。台本は勿論、衣装、道具、音響、照明、舞台美術など、す
べて団員の手作りです。野外に建てる特設舞台は間口18ｍ奥行き9.0ｍ高さ5.4ｍあり、その舞台の組み立
て、解体も団員が行います。
団員は約70名で、幼児から70歳代と幅広く、市外からの参加団員もいます。

谷 ： 毎回場所を変えて公演されているそうですが、それはなぜですか？

野澤：できるだけ多くの市民の方に見ていただきたいと思い、市内を巡回するような形で公演場所を変えてきま
した。めるへん劇団のステージは、その地区に元気を届ける夢のステージでもあります。

谷 ： 今年の公演予定をお聞かせ下さい。

野澤：今年は８月31日午後７時半から北蟹谷公民館前広場で「猿蟹合戦」を上演します。第30回の記念に初演と
同じ演目を上演しますが、ストーリーは新作です。笑いあり、ダンスあり、感動ありの楽しい舞台をお楽
しみいただきたいと思います。
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開 催 日 令和６年10月16日（水）

集 合 場 所 倶利伽羅源平の郷埴生口

集 合 時 間 午前９時15分

集合後30分程度埴生護国八幡宮社殿周辺の環境整備を行い、ウオー

キング開始は午前９時45分を予定（解散午前11時30分頃）

行 程 埴生護国八幡宮社殿↔旧寿永荘跡地〈摂政の宮殿下御野立所に立

ち寄り〉　　※関野２号墳経由（約３.５㎞）

持 ち 物 お茶、汗ふきタオル、鎌、軍手、レジ袋（ゴミ入れ用）

参 加 費 実費相当額（弁当代、保険料等）

募 集 人 員 先着25名程度

【開催日】 令和６年８月21日（水） 午前10時開始

【場　所】 宮島そば打ち道場

【参加費】 1,000円程度

　※今回は打ちたてのそばを会食する予定です。

【 開 催 日 】 令和６年10月24日（木）〜25日（金）１泊２日

【 参 加 費 】 38,000円　(参加人数により、参加費に増減が発生する場合があります。)

【募集人数】 35名程度

　※参加申込及び詳細につきましては、後日（９月上旬頃）ご案内いたします。

【開催日】 令和６年10月９日（水）

「シルバーの日」ボランティア活動終了後

【場　所】 小矢部市農村環境改善センター（和室）

　※弁当をお配りし、会食を予定しております。

※　ウオーキング終了後、弁
当を配布して解散。

※　参加の申し込みやお問い
合わせ等は事務局まで。

※　小雨決行としますが、荒
天の場合ウオーキングは中
止し、集合後弁当配布まで
八幡宮参拝など各自自由行
動とします。

10/24

（木）

　　　　　貸切バス（ガイド付）

小矢部市＝小矢部IC＝（北陸・舞鶴・山陽）＝赤穂IC＝赤穂大石神社・義士史料館（昼食・見学）＝
7:00出発  12:30〜14:00

＝赤穂IC＝岡山 後楽園（ガイドがご案内）＝岡山IC＝児島IC＝鷲羽山（泊）
  15:00〜16:15  　　　　　　　　17:00頃

10/25

（金）

 瀬戸大橋天望

ホテル＝児島IC＝与島パーキング（見学）＝早島IC＝倉敷 美観地区（自由見学）＝
8:30出発 9:00〜9:30 10:15〜13:00

＝車内で弁当昼食＝倉敷IC＝（山陽・舞鶴・北陸）＝小矢部IC＝小矢部市
   19:30頃

※各行事についての申込みやお
問い合わせ等は、小矢部市シ
ルバー人材センター（事務局）
電話６７－４８０４(代)まで。

第6回シルバーウオーキング（兼ボランティアウオーク）のご案内

会 員 親 睦 旅 行 会 の ご 案 内

会員のつどいそば打ち体験会

令和６年度の互助会親睦旅行について、以下のとおり行程が決定しました！令和６年度の互助会親睦旅行について、以下のとおり行程が決定しました！

皆さんのご参加をお待ちいたしております。皆さんのご参加をお待ちいたしております。

ウオーキングを通して、シルバー人材センター会員相互の親睦を図り、併せて健康づくりと環境整備
を目的に、以下の要領でウオーキングを実施しますのでご案内いたします。

岡山後楽園＆倉敷美観地区散策　　１泊２日の旅岡山後楽園＆倉敷美観地区散策　　１泊２日の旅

互互助助会会 だだ よよ りり

埴生護国八幡宮「社殿」国重文指定100年記念ウオーク! !埴生護国八幡宮「社殿」国重文指定100年記念ウオーク! !
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新
年
を
迎
え
た
今
年
の
元
旦
、
夕
方
の

午
後
４
時
10
分
頃
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
き
な
地
震「
能
登
半
島
地
震
」

が
発
生
し
ま
し
た
。
当
日
我
が
家
で
は
、

子
、
孫
、
ひ
孫
が
集
ま
っ
て
、
恒
例
の
年

始
の
つ
ど
い
を
し
て
い
る
最
中
で
し
た
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
昼
の
酒
宴
が

終
わ
っ
て
、
全
員
で
初
詣
に
行
こ
う
か
と

外
に
出
て
い
ま
し
た
の
で
、
ケ
ガ
を
し
た

人
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
れ
が
家
の

中
に
全
員
が
い
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し

ま
す
。
地
震
の
あ
と
家
に
入
っ
て
み
る
と

下
駄
箱
は
ひ
っ
く
り
返
り
、額
縁
が
落
ち
、

壁
の
一
部
が
は
が
れ
、
物
が
散
乱
し
て
お

り
足
の
踏
み
場
も
な
い
状
態
で
し
た
。
急

遽
、
初
詣
を
中
止
し
て
全
員
で
後
片
付
け

を
し
た
次
第
で
す
。

小
矢
部
市
は
「
震
度
５
強
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
様
な
大
き
な
地
震
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
、
市
内
あ
ち
こ
ち
で

屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て
あ
る
家

が
見
ら
れ
、
地
震
の
大
き
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
小
矢
部
市
で
も
全
半
壊
し
た

建
物
を
公
費
に
よ
り
解
体
す
る
と
の
こ
と

で
す
。
解
体
は
公
費
で
し
て
い
た
だ
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
後
、
自
費
で
再
建
す
る

と
な
る
と
大
変
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

れ
ま
で
大
き
な
地
震
と
い
え
ば
「
東

日
本
大
震
災
」
や
「
熊
本
地
震
」
が
あ
り
、

他
人
事
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
大

き
な
地
震
を
経
験
し
、
今
後
２
度
と
発
生

し
な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
で
す
。

広
報
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委
員
会

委
員　

津
田 

正
治

あ
と
が
き

ほのぼのコーナー
今回は「ペタンク」で活躍されている薮波地区の福江進さんを紹介します。

ペタンクを始めたきっかけは、お住まいの町内では、二十数年前からペタンクが

盛んで、それに参加したのがきっかけとのことです。

週３回の練習日は用事の無い限りほとんど参加していて、練習仲間の間でもピカ

イチの腕前と評判です。

それを示すとおり市の大会でも常に好成績、今年の春の大会でも２年連続

して優勝。「優勝したら次回選手宣誓しなきゃならないので優勝は嫌や嫌や」

と言いながら「またも優勝したわ」とのことです。

ただ、ここ最近は足の痛みがあり、あまり無理が出来ないとのことですが、

それでも練習に休まず励んでおられ、今は市の秋の大会を目指しているとの

こと。

また、ペタンク以外にも庭で野菜作りをしたり、猫の世話

や日曜大工にも忙しいそうです。

シルバーでは、市の保健福祉センターでの管理業務をされ

ており、常に動いておられる印象です。

まめに動いていることが元気の秘訣だとか。

会員の皆さんもペタンクを始めませんかと呼びかけておら

れました。

地区連絡員として薮波地区をまとめている福江さんでした。（取材：広報・イメージアップ委員会　谷	博道）

薮波地区　福江　進
※「ペタンク」は、フラン

ス発祥の球技。ビュット

と呼ばれる的球に鉄球を

投げ合って、相手より近

づけることで得点を競う

スポーツ。

令和６年度令和６年度
「シルバーの日」についてのご案内「シルバーの日」についてのご案内

①交通安全講習会
【開始時刻】

午前９時30分

【場　　所】

クロスランドおやべ

（正面玄関前）

②ボランティア活動（環境美化）
【開始時刻】

午前10時00分

（①交通安全講習会終了後）

【活動場所】

小矢部市総合保健福祉センター敷地内

クロスランドおやべ（パターゴルフ場内）

小矢部市農村環境改善センター敷地内

③会員のつどい（互助会主催）
【開始時刻】

午前11時00分

（②ボランティア活動終了後）

【場　　所】

小矢部市農村環境改善センター和室

（会食を予定）

※詳細は前頁の「互助会だより」を

　ご確認ください。

　今年度は10月９日（水）に、以下のとおり行事を開催いたします。会員の皆様のご参加を

お待ちしております。

なお、当日はボランティア活動がありますので、作業しやすい服装でご参加ください。

お 知 ら せ

「シルバーおやべ」では、皆様からの「会員の声」や「ほのぼのコーナー」への投稿をお待ちしています。

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
と
し
て
各
種
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
長
寿
会
会
員
だ
と
思
い
ま
す
の

で
各
種
行
事
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

小
矢
部
市
長
寿
会
連
合
会
よ
り

小
矢
部
市
長
寿
会
連
合
会
よ
り

安全運転


